
第6回福岡研究の 厩要4 :

第6回福岡研究大会の概要

環日本海学会第6回学術研究大会は、2開0年11月4

・5 の両日、福岡市の西南学院大学と韓国釜山広域市

の東亜大学校で開催された。アジア政経学会の全国大

会と日程が重な。たにもかかわらす、これまでで最多、
ほぼ1開名の会員の参加を得て、成功裏に終了するこ

とが出来た。

これまでの5回の大会はすべて、主催校が地元自治

体とタイアップすることで、「目玉」となる記念講演
会やシンポジウムを開催してきた。大会実行委員会で
は、今回は自治体に頼らす福岡らしい企画で従来の大

会と差別化を図ることを目標に、開催の準備をした。

他地域にはない福岡の特徴は、韓国の釜山に近いこ

とである。その距離は々200に過ぎない。こうし

て、工クスカーションも兼ねた日韓二カ国開催のアイ

デアが生まれた。当初の計画では、高速船「ビートル」

で渡韓するのではなく、夜行のフェリー カメリア」

に乗船し、船中で懇親会を兼ねたセミナーを催し、夜

を徹して環日本海地域の将来や学会の将来を語り合う

予定であった。だが、残念なことに11月4日は土曜日

で「カメリア」は就航しない。やむなく、参加者には

翌5日の「ビートル」で渡韓、釜山東亜大学校のセミ

ナーに参加してもらうことにしたが、福岡と釜山の近

さは実感してもらえたのではないかと思う。

福岡のいまーっの特徴は、環黄海地域との交流が活

発なことである。わけても北九州市の「自治体外交」

はユニークである。姉妹都市との単なる儀礼的交流で

はなく、同市に蓄積されている環境保全のための情報

や技術の移転を積極的に実行しているからである。し

かし、「環境先進都市」北九州市の取り組みは余り知

られていないという。ならば、環境問題をテーマに情

報発信しようというわけで、末吉興ー北九州市長に基

調講演をお願いし、同市の奥野照章環境局長、環境問

川 雄 平 (大会実行委員会委員長)

題に詳しい井村秀文名古屋大学教授、韓国から釜山発

展研究院の朴明欽研究委員に参加いただき、村田武会

員(九州大学)の司会で、第一日目午前の部のシンポ

ジウムが実現した次第である。

午後の部の自由論題研究報告は4分科会に分かれ、

計20の研究報告が行われた。分科会の数は少ない方が

良いので4分科会とし、1 分科会5報告、1 報告当た

りの持ち時間は前回同様分である。ただし、報告時

間を5分縮めて35分とし、その分討論時間を延ばし15

分にしてみた。予想通り討論は活発になった。

今回の自由論題研究報告のもうーっの特色は若手研

究者の報告が多かったことである。前回と比べるとほ

ぼ倍増である。それらの報告はいずれも水準が高く、

学会の将来に明るい希望が持てそうである。また、海

外からは、韓国・江陵大学校の成碩鍾教授、ロシア・

ウラジオストク経済大学のN・クズメンコ教授が参加

され、研究報告されたことも特記しておきたい。

第二日目は高速船「ビートル」で釜山に移動、東亜

大学校に会場を移し、午後3時から「朝鮮半島新情勢

と韓国・日本」をテーマに学術セミナーを開催した。

日本から姜英之会員(東アジア総合研究所)と趙鳳彬

会員 ( 筑紫女学園大学)が研究報告、櫻井浩会員 ( 久

留米大学)が予定討論を行った。韓国側は東北亜経済

学会員の中から、開発研究院の朴貞東博士が研究報告、

対外経済政策院の全載旭博士と建国大学校の任天錫教

授が予定討論に立った。東北亜経済学会長でもある金

昌男東亜大学校教授の座長の下で、活発な討論が行わ

れた。東北亜経済学会員との文字通りの交流も実現し

たわけで、有意義なセミナーであったと思われる。セ

ミナー開催にご尽力いただいた金昌男会長に、この場

を借りて改めてお礼を申し上げる次第である。
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